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くずし字データセット・KuroNetデモ

KuroNetサービス http://codh.rois.ac.jp/kuronet/
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『国書総目録』に古代から1867年まで

170万点の古典籍が登録されている。

全国の古典籍の数は300万点ほど。

古文書を含めると1億点以上。くずし字

が読めないと解読ができない。
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自動的に画像から文字を
切り取り

テキスト出力

将来にさまざまなサービス

語彙検索など

世界中のIIIF画像に対してKuroNet
くずし字認識サービスが使えるよう
になった。将来的には、画像アップ
ロードによる認識サービスや、古文
書への対応を進める予定。

日本古典籍データセットで公開されるデジタル化された古典
籍を中心に、翻刻テキストを制作する過程で生まれるくずし
字の座標情報などを、機械のための学習データや人間のため
の学習データとして提供します。国文学研究資料館が作成し、
CODHが加工して公開しています。2019年11月現在、日本
古典籍くずし字データセットの規模は100万文字を超え、機
械学習によるくずし字OCR開発の基礎的データセットとなっ
ています。

11月11日リリース新バージョンくずし字データセット

古典籍 全 44冊

文字数 1,086,326 文字

文字種類 4,328 文字

切り取った文字の画像「吉」

文字の位置の座標csv


